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モ
ン
コ
ル

今
年
（
一
九
七
○
年
）
の
六
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
蒙
古
人
民
共
和

国
の
首
都
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
で
ア
ジ
ア
俳
教
徒
会
議
が
開
か
れ
た
．
参

加
国
は
モ
ン
ゴ
ル
、
ソ
連
、
日
本
、
南
・
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ネ
・
ハ
ー
ル
、
イ

ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
十
ケ
国
で
五
十
名

程
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
ソ
池
の
シ
ベ
リ
ア
地
区
及
び
曾
て
の
外
蒙
に

当
る
モ
ン
。
コ
ル
に
お
け
る
佛
教
の
現
況
は
、
世
界
の
他
の
諸
国
の
佛
教
事

情
に
比
べ
て
余
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
も
つ
い
最

近
、
す
な
わ
ち
今
年
の
三
月
に
し
’
一
ソ
グ
ラ
ー
ド
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
以

来
、
こ
れ
ら
の
地
区
の
佛
教
に
多
少
の
関
心
を
も
ち
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、

思
い
が
け
ず
五
月
半
ば
に
こ
の
会
議
へ
の
招
待
状
を
受
け
た
。
こ
の
際
実

地
に
こ
の
辺
り
の
佛
教
事
情
の
片
鱗
な
り
と
も
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
ば
幸
わ
せ
と
思
い
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
か
ら
は
筆
者
の
他

に
日
本
仙
教
讃
仰
会
理
事
長
の
中
山
理
盈
師
が
参
加
さ
れ
、
こ
の
二
人
が

日
本
を
代
表
す
る
恰
好
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
の
主
題
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
問

題
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
佛
教
徒
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
紛
争
の
解
決
、

及
び
ひ
ろ
く
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
何
を
な
し
う
る
か
と
い
う
問
題
を

討
議
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

モ
ン
〒
「
｜
ル
。
ソ
連
の
佛
教
事
情坂

東
性
純

玉

中
山
師
が
「
佛
教
タ
イ
ム
ス
」
紙
上
（
八
五
四
号
’
八
六
三
号
）
に
記
し

て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
六
月
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

ほ
ぼ
二
週
間
に
わ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
及
び
ソ
連
ブ
リ
ア
ー
ト
自
治
区
へ
の
旅

行
の
寸
感
を
、
歴
史
を
回
顧
し
つ
つ
記
し
た
い
と
思
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
入
る
に
は
、
ま
だ
わ
が
国
と
の
国
交
関
係
が

正
式
に
開
か
れ
て
い
な
い
現
在
、
一
旦
モ
ス
ク
ワ
か
｝
豆
－
デ
リ
ー
に
行

き
、
そ
こ
に
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
領
事
館
で
入
国
査
証
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
モ
ス
ク
ワ
経
由
と
決
め
、
東
京
の
ソ
連
大
使
館

領
事
部
に
先
づ
入
国
の
申
請
を
し
た
が
、
こ
こ
で
思
い
が
け
ず
、
二
等
書

記
官
の
コ
マ
ロ
ブ
ス
キ
ー
⑦
①
○
温
の
両
嵐
○
日
自
○
扇
ご
氏
の
親
切
な

助
力
を
得
た
お
蔭
で
、
出
発
に
間
に
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
コ
マ
ロ
フ
ス

キ
ー
氏
は
日
本
の
佛
教
に
つ
い
て
も
造
詣
の
深
い
方
で
『
円
空
の
五
千
の

佛
」
（
目
昌
ザ
ョ
匡
目
〆
［
団
冒
胸
湧
④
冒
連
ゞ
昌
○
烏
宮
ら
認
）
と
い
う
著
書
も

あ
り
、
又
「
国
際
宗
教
一
一
ユ
ー
ズ
」
（
ぐ
９
．
Ｐ
ｚ
ｏ
＆
》
岳
毘
）
に
も
「
ソ

連
に
お
け
る
宗
教
と
良
心
の
自
由
」
と
題
し
、
論
文
を
発
表
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
方
で
あ
る
。
か
く
て
六
月
九
日
に
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
の
パ
リ
行
き

の
国
際
便
で
、
昼
す
ぎ
羽
田
を
発
ち
、
シ
、
ヘ
リ
ア
上
空
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
十
時
間
飛
ん
だ
挙
句
、
同
日
夕
方
モ
ス
ク
ワ
に
着
い
た
。
こ
の
三
月
十

四
日
に
、
｝
一
ユ
ー
デ
リ
ー
に
向
け
て
こ
こ
を
飛
び
立
っ
た
時
は
粉
雪
が
降

り
し
き
っ
て
い
た
が
、
今
度
は
街
路
樹
の
緑
で
覆
わ
れ
た
市
街
地
一
面
に
、

綿
の
よ
う
な
花
粉
が
舞
っ
て
お
り
、
ク
レ
ム
リ
ン
宮
の
庭
な
ど
に
は
薄
紫

の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
白
の
カ
リ
ン
カ
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
打
っ
て
変
っ
て
明

る
い
首
都
で
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
モ
ン
。
コ
ル
大
使
館
領
事
部
で
は
即
座

に
ヴ
ィ
ザ
を
下
し
て
く
れ
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
、
ソ
連
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政
府
内
に
お
け
る
宗
務
会
議
９
冒
〕
且
旦
嵐
呂
唱
○
易
降
臨
昌
円
の
な
る
も

の
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
信
者
が
宗
教
的
要
求
を
充
足
す
る

自
由
を
保
証
し
、
二
つ
に
は
宗
教
団
体
の
活
動
が
宗
教
的
な
枠
か
ら
外
れ

な
い
こ
と
を
監
督
す
る
と
い
う
一
九
一
八
年
に
布
告
さ
れ
た
政
教
分
離
及

び
教
育
と
宗
教
の
分
離
を
定
め
た
法
律
に
基
い
て
機
能
を
果
し
て
い
る
政

府
機
関
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
で
は
宗
務
会
議
の
コ
ド
ゥ
コ
フ
旨
。
因
○
号
‐

宮
ぐ
氏
が
主
に
各
国
の
佛
教
代
表
の
世
話
を
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
空
港
で

ｗ
・
Ｆ
．
Ｂ
・
本
部
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・

ブ
ロ
フ
ェ
ル
ト
］
○
声
目
国
旦
①
己
氏
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ピ
ッ
ト
・

チ
ン
・
ブ
イ
国
ヰ
ロ
旨
］
国
昌
女
史
ほ
か
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ

パ
ー
ル
の
代
表
と
合
流
し
、
十
日
の
夜
行
便
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
国
内
機
で

東
へ
飛
び
立
っ
た
。
途
中
オ
ム
ス
ク
の
空
港
で
小
憩
、
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
空

港
で
モ
ン
。
コ
ル
国
営
の
飛
行
機
に
乗
り
替
え
、
・
ハ
イ
ヵ
ル
湖
を
超
え
、
十

一
日
の
昼
す
ぎ
、
初
め
て
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
首
都
・
ゥ
ラ
ン
・
バ

ー
ト
ル
己
冒
巨
‐
嗣
鼻
○
Ｈ
（
モ
ン
ゴ
ル
式
綴
り
に
よ
る
と
白
四
四
胃
‐
願
Ｐ
鼻
胃
、

「
赤
い
英
雄
」
の
意
）
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
出
迎
え
の
モ
ン
・
コ
ル
僧
の

中
に
は
、
す
で
に
到
着
し
て
い
た
ネ
。
〈
－
ル
の
ア
ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
シ
目
昌
‐

菌
ロ
四
目
四
長
老
の
姿
も
見
え
た
。
待
合
室
で
一
寸
し
た
歓
迎
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
っ
た
後
、
日
本
代
表
団
付
き
の
日
本
語
通
訳
と
し
て
、
ド
ョ
デ

ィ
ン
・
ア
ル
マ
ー
ス
ワ
目
○
号
昌
筐
日
四
画
切
氏
に
紹
介
さ
れ
た
。
氏
は
四

十
二
才
、
北
京
大
学
で
日
本
語
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
か
な
り

達
者
な
日
本
語
を
話
し
、
モ
ン
ゴ
ル
平
和
友
好
諸
団
体
連
盟
執
行
委
員
会

事
務
局
長
と
い
う
長
い
肩
書
の
持
主
で
あ
る
。
以
後
ず
っ
と
ア
ル
マ
ー
ス

氏
が
随
行
し
て
く
れ
た
。

会
議
は
こ
の
到
着
日
の
午
後
の
開
会
式
を
皮
切
り
に
予
定
通
り
三
日
間

行
わ
れ
た
。
中
山
師
は
二
日
目
の
昼
に
遅
れ
て
到
着
さ
れ
た
。
会
場
は
市

の
中
央
部
ス
フ
バ
ー
ト
ル
広
場
に
面
し
た
国
立
中
央
オ
。
ヘ
ラ
劇
場
の
東
側

に
あ
る
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
・
ホ
テ
ル
で
、
全
代
表
の
宿
舎
も
こ
こ
で
あ
っ

た
。
会
議
は
こ
の
ホ
テ
ル
の
五
階
の
会
議
場
で
行
わ
れ
、
議
長
は
主
と
し

て
こ
の
会
議
の
主
催
者
で
あ
る
ガ
ン
ダ
ン
テ
ク
チ
ェ
ン
リ
ン
。
Ｐ
長
島
ロ
‐

討
胃
冨
口
旨
侭
寺
の
管
長
で
あ
り
、
全
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
会
の
長
で
あ
る
カ

ム
ポ
・
ラ
了
ゴ
ム
ポ
ヂ
ャ
フ
嵐
彦
色
目
君
Ｆ
②
旨
い
の
少
昌
侭
胃
ロ
⑦
○
日
ご
○
言
く

師
が
な
り
、
適
宜
他
の
人
び
と
と
交
替
し
た
。
会
場
の
同
時
通
訳
設
備
は

完
備
し
、
英
語
・
モ
ン
。
コ
ル
語
・
ロ
シ
ヤ
語
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
レ

シ
ー
ヴ
ァ
ー
は
日
本
製
で
あ
っ
た
。
各
国
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
は
ア
メ
リ
カ

の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
介
入
に
対
す
る
非
難
が
基
調
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
た

が
、
中
で
も
カ
ム
ポ
ヂ
ャ
人
の
長
老
比
丘
ダ
ル
マ
ワ
ラ
師
の
、
非
難
さ
る

べ
き
は
現
ア
メ
リ
カ
政
府
の
政
策
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
民
で
は
な
い

と
い
う
趣
旨
の
真
蟄
な
演
説
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
南
・
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
代
表
ま
で
が
、
師
の
淡
説
が
終
っ
た
時
に
起
っ
た
万
雷
の
拍
手
に

和
し
て
い
た
事
実
は
忘
れ
難
い
。
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
滞
在
中
、
二
日
目

の
昼
到
着
さ
れ
た
中
山
師
と
、
市
の
郊
外
十
キ
ロ
程
北
に
あ
る
日
本
人
墓

地
に
参
詣
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
又
、
二
人
で
市
の
西
北
部
の
ダ
ル

カ
ロ
騨
房
冒
丘
の
中
腹
に
位
す
る
ガ
ン
ダ
ン
寺
に
ゴ
ム
ポ
ヂ
ャ
フ
師
を
訪

パ
オ

い
、
師
か
ら
八
十
人
以
上
は
優
に
収
容
で
き
る
賓
客
用
の
包
（
蒙
古
語
鳴
門
、

ロ
シ
ヤ
語
冒
昇
）
に
お
い
て
丁
寧
な
も
て
な
し
を
受
け
た
。

現
在
の
ガ
ン
ダ
ン
寺
は
一
八
三
八
年
の
創
立
で
、
当
初
か
ら
五
ヶ
寺
か

ら
な
る
学
問
寺
と
し
て
発
足
し
、
蒙
古
最
大
の
佛
教
セ
ン
タ
ｌ
で
あ
る
。
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現
在
の
本
堂
は
一
九
五
六
年
、
佛
紀
二
千
五
百
年
に
建
立
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
現
在
百
十
名
の
ラ
マ
僧
が
居
る
が
、
い
づ
れ
も
、
四
十
才
以
上
で
青

年
僧
は
殆
ん
ど
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
年
頃
は
蒙
古
全
体
で
六

百
以
上
の
大
寺
廟
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
に
は
十
の
寺

院
、
三
十
二
僧
区
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
一
九
二
○
年
代
に
は
蒙
古
全
体

で
二
千
六
百
以
上
の
僧
院
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
下
っ
て
一
九

五
八
年
の
統
計
に
よ
る
と
蒙
古
全
人
口
九
十
三
万
六
千
九
百
人
の
う
ち
、

寺
は
五
ヶ
寺
、
僧
は
二
百
人
で
、
そ
の
う
ち
八
十
人
は
ガ
ン
ダ
ン
寺
の
僧

で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
過
去
十
年
余
り
の
間
に
僅
か
な
が
ら
増
え
て
い

る
勘
定
に
な
る
。
ま
た
市
民
の
ガ
ン
ダ
ン
寺
へ
の
参
詣
者
は
一
九
五
八
年

頃
は
、
一
週
に
六
百
人
乃
至
七
百
人
を
数
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
現
在
は

不
明
で
あ
る
。
ガ
ン
ダ
ン
寺
は
初
代
か
ら
第
八
代
に
わ
た
る
ポ
ク
ド
・
ゲ

ゲ
ン
（
活
佛
）
が
お
よ
そ
二
百
五
十
年
に
わ
た
っ
て
住
い
、
全
モ
ン
ゴ
ル
に

政
教
の
全
権
を
振
っ
た
場
所
で
あ
る
が
、
現
在
は
一
九
三
○
年
代
に
行
わ

れ
た
反
ラ
マ
闘
争
の
影
響
に
よ
っ
て
か
、
モ
ン
ゴ
ル
全
土
で
殆
ん
ど
唯
一

の
寺
と
し
て
機
能
し
て
い
る
場
所
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
中

山
師
と
筆
者
が
訪
れ
た
六
月
十
六
日
は
相
憎
く
の
雨
で
、
境
内
に
は
殆
ん

ど
人
影
が
な
か
っ
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
身
体
の
大
き
い
副
執
事
長

の
ダ
ン
ザ
ン
ロ
．
ロ
四
巨
魁
巨
師
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
の
執
事
長
の
ダ
グ
ヴ

ァ
ド
ル
ジ
ェ
ｍ
己
騨
唱
且
○
ユ
①
師
は
血
色
の
よ
い
人
で
、
中
山
師
が
二

日
目
に
着
か
れ
た
時
に
飛
行
場
迄
一
緒
に
出
迎
え
に
行
っ
て
下
さ
っ
た
。

ガ
ン
ダ
ン
寺
の
僧
が
皆
年
寄
り
ば
か
り
で
、
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
の
将
来
を
背

負
っ
て
立
つ
若
い
ラ
マ
の
養
成
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
、
飛
行

場
で
中
山
師
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
間
、
こ
の
ダ
グ
ヴ
ァ
ド
ル
ジ
ェ
師
に

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
な
朗
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
同
師
に
よ
れ

ば
、
こ
の
九
月
中
に
ガ
ン
ダ
シ
寺
の
境
内
に
、
信
者
の
寄
進
に
よ
り
、
六

年
制
の
佛
教
大
学
が
創
立
さ
れ
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
十
八
才

以
上
の
男
子
で
ラ
マ
の
志
願
者
を
、
モ
ン
、
コ
ル
国
内
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連

領
の
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
自
治
共
和
国
に
住
ん
で
い
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト

人
を
も
招
き
、
差
当
り
三
十
余
名
を
募
集
し
、
ラ
マ
及
び
俗
人
が
教
師
と

な
っ
て
佛
教
々
育
を
施
こ
す
と
い
う
。
教
授
さ
れ
る
科
目
は
佛
教
哲
学
、

論
理
学
、
儀
式
作
法
（
第
二
学
年
か
ら
）
、
蒙
古
人
民
共
和
国
憲
法
、
チ

、
、
ヘ
ッ
ト
語
、
梵
語
、
英
語
、
そ
れ
に
ブ
リ
ャ
ー
ト
人
に
は
蒙
古
語
を
、
蒙

古
人
に
は
ロ
シ
ヤ
語
を
教
え
る
と
の
こ
と
。
こ
こ
で
興
味
深
い
事
実
は
、

ロ
シ
ヤ
語
と
並
ん
で
英
語
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現

代
ソ
連
の
学
者
で
英
語
で
論
文
を
書
く
人
た
ち
が
意
外
に
多
い
事
実
を
考

え
合
わ
せ
る
と
尚
更
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

会
合
の
時
ク
ミ
ス
閤
巨
目
の
の
（
馬
乳
酒
）
を
飲
む
ラ
マ
僧
を
見
か
け
た

の
で
、
日
本
代
表
団
付
き
と
し
て
部
屋
に
奉
仕
に
来
て
い
た
ガ
ン
ダ
ン
寺

の
ラ
マ
の
一
人
、
ム
ン
コ
ー
師
に
こ
の
こ
と
を
訊
ね
た
ら
、
ラ
マ
僧
に
テ

グ
チ
ン
と
テ
グ
メ
ン
の
二
極
が
あ
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。
テ
グ
チ
ン

の
方
が
在
家
僧
で
テ
グ
メ
ン
の
方
が
酒
、
女
、
肉
を
絶
っ
た
出
家
僧
で
あ

る
と
い
う
。
ガ
ン
ダ
ン
寺
の
管
長
ゴ
ム
ポ
ヂ
ャ
フ
師
は
テ
グ
チ
ン
で
剛
管

長
の
ヂ
ャ
ミ
ン
・
チ
ョ
ム
バ
ル
師
の
方
が
却
っ
て
テ
グ
メ
ン
で
あ
る
と
い

う
。
閉
会
・
ハ
ー
テ
ィ
の
行
な
わ
れ
た
出
来
て
か
ら
四
、
五
年
に
な
る
と
い

う
市
内
の
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ト
ゥ
ヤ
」
（
「
暁
」
）
で
、
・
ハ
ー
テ
ィ
の

始
ま
る
前
の
ひ
と
時
、
ガ
ン
ダ
ン
寺
の
ラ
マ
の
一
人
と
通
訳
の
ア
ル
マ
ー

ス
氏
を
介
し
て
立
話
を
し
た
。
談
た
ま
た
ま
こ
の
二
種
の
ラ
マ
に
及
ぶ
や
、

コワ
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こ
の
ラ
マ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
テ
グ
メ
ン
の
方
を
管
長
候
補
と
し
て
テ

グ
チ
ン
よ
り
重
要
視
す
る
こ
と
は
な
い
。
学
徳
兼
伽
で
万
人
の
尊
敬
を
か

ち
え
た
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
何
れ
を
も
問
わ
ぬ
。
こ
れ
こ
そ
わ
が

国
の
ラ
マ
教
が
大
乗
佛
教
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
、
と
力
脱
し
た
。

モ
ン
、
「
一
ル
で
は
ほ
か
に
、
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
西
方
の
オ
ル
ホ
ン
河
の

流
域
に
あ
る
カ
ラ
コ
ル
ム
園
冨
月
旦
島
Ｏ
Ｈ
目
に
ジ
ョ
イ
ジ
ル
・
ラ
マ
寺
が

あ
る
と
い
う
。
カ
ラ
「
｜
ル
ム
は
ま
た
エ
ル
デ
ニ
・
ズ
ー
詞
己
①
巳
侭
冒
］
と

も
呼
ば
れ
、
か
っ
て
の
元
朝
の
首
都
と
し
て
三
百
五
十
年
ほ
ど
の
間
栄
え
、

蒙
古
佛
教
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
っ
て
は
ラ
マ
僧
千
五

百
人
を
擁
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
首
都
は
、
元
朝
が
明
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
る

ま
で
続
い
た
が
、
一
五
八
六
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
廃
嘘
の
上
に
こ
の
寺
が
建

立
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
現
在
は
国
立
博
物
館
（
喬
伊
進
廟
字
博
物
館
）

と
化
し
て
、
寺
と
し
て
の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
会
議
の

後
、
海
外
代
表
は
二
班
に
分
れ
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
ン
房
冒
口
盟
］
と
カ
ラ

コ
ル
ム
に
グ
ル
ー
プ
旅
行
を
し
た
が
、
筆
者
は
前
者
に
割
当
て
ら
れ
た
為
、

エ
ル
デ
ニ
ズ
ー
を
見
学
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
は
別
名
を
ツ
ェ
ッ
ェ
ル
リ
グ
目
印
の
蕨
の
邑
侭
と
言
い
、
海

抜
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
り
、
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
か
ら
西
へ
飛

行
機
で
一
時
間
ほ
ど
の
地
点
に
あ
る
。
昔
は
こ
の
地
を
エ
ル
デ
ネ
・
ト
ゥ

ル
ゴ
イ
と
称
し
た
ら
し
い
・
消
朝
の
廉
煕
帝
に
よ
っ
て
一
七
○
六
年
に
建

て
ら
れ
、
一
七
二
三
年
に
八
十
九
才
で
没
し
た
初
代
ウ
ン
ド
ゥ
ル
・
ゲ
ゲ

ン
（
活
佛
）
が
一
時
住
し
た
ら
し
い
。
現
在
で
は
両
翼
の
建
物
は
地
方
博

物
館
に
な
っ
て
お
り
、
正
面
の
建
物
は
ひ
ど
く
う
ら
さ
び
れ
た
倉
庫
に
な

っ
て
い
た
。
境
内
に
は
香
炉
が
残
り
、
有
り
し
日
の
寺
と
し
て
の
面
影
を

留
め
て
い
る
。
二
階
建
の
両
翼
の
床
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
ケ
ー
ス
の
中
に

動
・
植
物
、
鉱
石
、
地
方
の
民
芸
品
、
武
器
等
と
並
ん
で
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
や
梵
語
、

蒙
古
語
等
の
経
典
も
陳
列
し
て
あ
り
、
一
部
屋
全
体
に
革
命
の
経
過
を
示

す
写
真
な
ど
が
革
命
の
英
雄
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
、
ス
フ
バ
ー
ト
ル
、
レ
ー
｝
一

ン
等
の
肖
像
画
と
共
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
ラ
マ
僧
は
無
論
一
人
も
見
か

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ふ
つ
う
の
博
物
館
に
い
る
番
人
風
の
モ
ン
ゴ
ル
人

が
二
、
三
人
居
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
元
朝
の
創
立
者
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー

ン
の
宗
教
は
シ
ャ
ー
マ
’
一
ズ
ム
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
孫
に
あ
た
る
フ
ビ
ラ

イ
・
ハ
ー
ン
の
宮
廷
の
主
要
宗
教
は
紅
帽
派
ラ
マ
教
で
あ
っ
た
。
十
三
世

紀
日
本
の
陥
れ
た
元
朝
の
宗
教
は
、
豈
計
ら
ん
や
佛
教
（
ラ
マ
教
）
に
他

な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
十
六
世
紀
の
末
以
後
、
清
朝
の
政

策
に
よ
り
、
黄
州
派
ラ
マ
教
が
蒙
古
一
帯
に
拡
が
り
、
強
大
な
勢
力
を
振

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
七
一
二
年
に
一
五
○
人
の
ラ
マ
僧
が
チ
ゞ
ヘ

ッ
ト
よ
り
招
か
れ
た
と
い
う
事
実
も
あ
り
、
そ
の
後
、
二
十
世
紀
の
初
頭
、

社
会
主
義
革
命
の
頃
迄
そ
の
権
力
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
六

年
の
政
教
分
離
、
一
九
六
○
年
の
社
会
主
義
憲
法
制
定
に
い
た
っ
て
、
漸

く
現
在
行
わ
れ
て
い
る
宗
教
に
対
す
る
国
是
が
定
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
憲
法
の
宗
教
に
関
す
る
規
定
は
そ
の
第
八
十
六
条
に
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
モ
ン
、
「
元
で
は
憲
法
上
、
宗
教
は
政
治
お
よ
び

教
育
か
ら
分
離
さ
れ
、
信
仰
、
宗
教
の
自
川
は
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
同

時
に
反
宗
教
宣
伝
を
行
う
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゥ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
で
の
会
議
及
び
地
方
旅
行
を
了
え
た
海
外
代
表
一

行
は
、
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
地
区
に
あ
る
イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧
院
ラ
割
巳
‐

四
］
〕
“
ご
旨
。
ご
沙
の
甘
曇
の
長
で
あ
り
、
同
時
に
ソ
連
全
土
の
伽
教
徒
を
統
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率
す
る
職
に
あ
る
バ
ン
デ
ィ
ー
ド
・
カ
ム
ポ
・
ラ
マ
・
ゞ
コ
ム
ポ
イ
ェ
フ

国
四
目
丘
。
嵐
冒
日
冒
旧
四
日
四
目
四
冒
冨
］
ご
ｏ
愚
言
⑦
ｃ
昌
冒
）
胃
一
『
の
招

待
に
接
し
、
六
月
十
七
日
の
昼
す
ぎ
ウ
ラ
ン
・
ゞ
ハ
ー
ト
ル
を
政
府
か
ら
提

供
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
航
空
機
で
発
ち
、
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
に
一
旦
戻
り
、
再
び

ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
機
で
バ
イ
カ
ル
湖
を
超
え
て
、
そ
の
東
側
に
あ
る
ブ
リ

ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
自
治
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
白
四
国
‐
。
：

（
「
赤
い
河
」
の
意
）
に
夕
方
到
着
し
た
。
一
九
六
○
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

ゥ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル
の
人
口
は
十
六
万
四
千
人
と
あ
る
の
で
、
今
日
で
は

ざ
っ
と
二
十
万
人
位
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ウ
ダ

河
と
セ
レ
ン
ガ
河
の
合
流
地
点
に
あ
る
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
を
中
心
と
す
る

ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
の
人
口
は
凡
そ
三
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
内
蒙
（
現
在
で
は
中
華
人
民
共
和
川
の
中
に
含
ま
れ
る
）
の
蒙
古

人
約
百
五
十
万
人
を
含
む
全
モ
ン
ゴ
ル
人
三
百
万
人
の
約
十
分
の
一
に
当

る
。
ウ
ラ
ン
・
ゥ
デ
ー
に
着
く
や
、
わ
れ
わ
れ
を
含
む
代
表
の
一
部
は
、

市
内
の
ホ
テ
ル
・
オ
ド
ン
○
画
○
工
（
「
星
」
）
に
案
内
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も

中
山
師
と
は
同
室
の
部
屋
を
当
て
か
わ
れ
た
。
ブ
ロ
フ
ェ
ル
ト
氏
と
ヴ
テ
ー

ト
ナ
ム
代
表
の
一
部
は
別
の
ホ
テ
ル
に
行
か
れ
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
、

ネ
・
〈
－
ル
の
比
丘
等
は
イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧
院
に
泊
る
こ
と
に
な
る
。

翌
日
は
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
か
ら
三
十
五
キ
ロ
離
れ
た
郊
外
に
あ
る
イ
ヴ

ォ
ル
ガ
僧
院
に
一
行
は
ハ
ス
で
出
か
け
た
。
途
中
昨
日
下
り
た
飛
行
場
の

側
を
通
っ
た
が
、
そ
れ
を
右
手
に
見
て
更
に
そ
の
二
倍
以
上
離
れ
た
と
こ

ろ
に
僧
院
が
あ
っ
た
。
午
前
中
、
こ
こ
の
ラ
マ
と
南
方
の
比
丘
に
よ
る
盛

大
な
法
会
が
営
ま
れ
た
。
最
初
地
元
の
ラ
マ
三
十
名
程
が
、
・
コ
ム
ボ
イ
ェ

フ
師
の
導
師
で
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
の
読
経
を
し
、
次
い
で
南
方
比
丘
が
・
ハ
ー
リ

語
で
読
経
し
た
。
初
め
て
聞
く
様
鳧
な
楽
器
に
よ
る
鳴
物
入
り
の
チ
ベ
ッ

ト
語
の
読
経
は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
漢
文
の
声
明
と
響
き
が
そ
っ
く

り
で
あ
っ
た
。
ゴ
ム
ポ
イ
ェ
フ
師
の
被
っ
て
い
る
細
長
い
黄
色
の
礼
装
用

の
帽
子
は
、
こ
こ
の
ラ
マ
教
が
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
チ
。
へ
ヅ
ト

ゲ
リ
ニ
グ
パ

の
「
黄
帽
派
」
の
象
徴
か
と
思
わ
れ
る
。
遠
近
の
信
者
が
堂
の
内
外
に
溢

れ
、
そ
の
た
め
境
内
に
佇
ん
で
、
堂
の
外
で
合
掌
し
て
読
経
に
耳
を
傾
け

て
い
る
信
者
が
多
か
っ
た
。
持
っ
て
い
る
手
珠
数
は
南
方
佛
教
信
者
の
と

共
通
の
百
八
の
珠
を
有
し
、
そ
れ
を
爪
ぐ
り
な
が
ら
「
オ
ム
・
マ
’
一
・
．
ヘ

ー
メ
ー
・
フ
ー
ン
」
を
帆
え
る
。
儀
式
を
終
っ
た
佃
達
が
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に

出
て
祝
福
を
授
け
始
め
る
や
、
境
内
に
は
延
有
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
お

爺
さ
ん
や
お
婆
さ
ん
に
手
を
引
い
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
幼
少
の
男
女
の
子

供
達
も
い
る
。
四
、
五
人
グ
ル
ー
プ
で
列
に
並
ん
で
い
る
若
い
ミ
’
一
の
娘

さ
ん
ら
も
い
た
。
高
校
生
ぐ
ら
い
の
若
い
人
た
ち
に
出
会
っ
た
の
は
よ
か

っ
た
が
、
ロ
シ
ヤ
語
が
分
ら
ず
、
ド
イ
ツ
語
の
片
言
で
意
志
を
通
じ
合
う

始
末
。
素
朴
で
敬
虚
な
名
も
な
き
信
者
の
群
の
中
に
い
る
時
、
ロ
シ
ヤ
人

の
中
に
い
る
と
い
う
気
が
全
く
せ
ず
、
日
本
の
田
舎
の
信
心
深
い
人
達
の

中
に
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
た
。
人
種
的
に
は
幼
時
に
尻
の
上
を
青
く
彩

る
蒙
古
斑
を
共
通
に
も
つ
、
同
じ
モ
ン
ゴ
ー
ル
人
櫛
同
志
で
あ
る
せ
い
か

も
知
れ
な
い
。
こ
こ
イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧
院
の
境
内
は
広
く
柵
で
周
囲
を
仕
切

ら
れ
、
木
造
の
同
じ
よ
う
な
造
り
の
ダ
ザ
ン
目
園
四
国
と
呼
ば
れ
る
僧
の

住
居
も
、
本
堂
の
裏
手
に
三
十
近
く
あ
る
。
本
堂
は
一
九
四
六
年
に
建
て

ら
れ
て
真
新
し
く
、
塀
を
な
す
木
の
柵
の
す
ぐ
内
側
に
は
オ
ム
・
言
一
・

プ
レ
ー
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ー
ル

・
ヘ
ー
メ
ー
・
フ
ー
ン
を
チ
ベ
ッ
ト
語
、
蒙
古
語
で
記
し
た
祈
礁
法
輪
筒

あ
ず
ま
や

が
簡
単
な
屋
根
を
も
つ
東
屋
の
中
に
収
ま
り
、
一
列
に
幾
つ
も
並
び
、
幾
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人
か
の
信
者
が
そ
れ
ら
を
音
も
な
く
廻
し
て
い
た
。
こ
こ
の
副
管
長
は
エ

ル
デ
’
－
－
エ
フ
・
ジ
ィ
ム
バ
厚
身
己
の
①
く
旦
日
冨
師
で
あ
る
が
、
一
行

は
ゴ
ム
ポ
イ
ェ
フ
管
長
の
住
居
で
馬
乳
酒
、
菓
子
な
ど
の
饗
応
を
受
け
、

ゆ
っ
く
り
山
羊
の
肉
を
主
と
す
る
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
ゴ
ム
ボ
イ

ェ
フ
師
の
住
居
の
奥
の
間
に
は
各
国
の
佛
教
徒
か
ら
贈
ら
れ
た
佛
像
・
書

物
な
ど
が
小
博
物
館
風
に
陳
列
し
て
あ
っ
た
。
境
内
に
は
セ
イ
ロ
ン
佛
教

徒
か
ら
贈
ら
れ
た
菩
提
樹
を
育
て
て
い
る
温
室
も
あ
っ
た
。
冬
は
摂
氏
の

零
下
四
十
度
以
下
の
寒
さ
に
な
る
と
い
う
。
こ
こ
の
図
書
館
に
は
カ
ン
ヂ

ュ
ー
ル
百
八
巻
、
タ
ソ
ヂ
ュ
ー
ル
ニ
二
五
巻
等
の
他
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
、
蒙
古
、

中
国
、
イ
ン
ド
か
ら
将
来
せ
ら
れ
た
貴
重
な
経
巻
・
書
籍
、
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈
、

タ
ラ
ナ
ー
タ
の
著
作
の
他
、
第
五
世
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
二
十
一
巻
に
上
る

著
作
等
を
収
蔵
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
に
は
、
全
ソ
連
の
佛
教
を
統
守
へ
る
中
央
本
部

に
あ
た
る
こ
の
イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧
院
の
他
に
、
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
東
方
の
チ

タ
ｃ
員
四
地
区
に
ア
ギ
ン
ス
ク
僧
院
シ
四
国
降
○
弓
冨
○
ご
閉
蔚
ご
『
が
あ

る
が
、
筆
者
の
滞
在
中
チ
タ
迄
足
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ア

ギ
ン
ス
ク
僧
院
は
一
八
一
○
年
に
建
て
ら
れ
、
永
い
こ
と
経
典
・
書
籍
の

木
版
印
刷
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
代
の
印
刷
術
の
発

達
に
つ
れ
て
、
こ
の
特
色
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧

院
の
現
管
長
で
あ
る
？
コ
ム
ポ
イ
ェ
フ
師
も
一
九
六
三
年
に
現
職
に
選
ば
れ

る
迄
は
、
こ
の
ア
ギ
ン
ス
ク
僧
院
の
管
長
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
恰
度
イ
ギ

リ
ス
の
ヨ
ー
ク
の
僧
正
が
カ
ン
タ
等
ヘ
リ
ー
の
僧
正
に
選
ば
れ
た
の
と
同
じ

様
な
関
係
で
あ
る
。
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゞ
コ
ル
地
区
で
最
初
に
建
て
ら
れ

た
寺
は
目
“
ｏ
掲
巳
ご
Ｐ
脚
営
〕
と
言
わ
れ
一
七
四
一
年
に
遡
る
が
、
現
状
は

定
か
で
は
な
い
・
何
れ
に
せ
よ
現
在
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
佛
教
徒
の
大
部
分
は
、

バ
イ
ヵ
ル
湖
の
東
か
ら
南
へ
及
ぶ
地
域
に
住
む
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
モ
ン
、
コ
ル

の
ラ
マ
教
徒
に
限
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
差
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
ソ
連
で
佛
教
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
三
つ
の
場
所
が
挙
げ
ら
れ

る
。
即
ち
、
モ
ス
ク
ワ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
所
属
の
東
洋
研
究
所
、
し
’
一
ン

グ
ラ
ー
ド
に
あ
る
こ
の
支
所
、
お
よ
び
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
に
あ
る
シ
、
ヘ
リ

ァ
地
区
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
二
つ
の
研
究
所
、
即
ち
自
然
科
学
研
究
所
と

社
会
科
学
研
究
所
の
う
ち
の
後
者
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
に
滞
在
中
、

こ
の
社
会
科
学
研
究
所
を
訪
ね
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

き
ち
ん
と
組
ま
れ
た
代
表
一
行
の
日
程
の
た
め
、
例
外
の
行
動
は
事
実
上

許
さ
れ
ず
、
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
に
居
り
な
が
ら
、
遂
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
返
す
返
す
も
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
帰
途
モ
ス
ク

ワ
に
立
寄
っ
た
時
、
た
ま
た
ま
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
か
ら
出
張
し
、
モ
ス
ク

ワ
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
佛
教
学
者
ク
セ
ニ
ャ
・
ゲ
ラ
シ
モ
ヴ
ァ
属
助
①
‐

昌
冨
ｏ
の
］
．
四
曽
冒
９
国
女
史
に
、
友
人
イ
ン
ナ
・
ム
リ
ア
ン
百
口
騨
旨
ロ
‐

且
鰐
口
勺
言
○
号
Ｈ
９
昌
四
女
史
（
モ
ス
ク
ワ
美
術
研
究
所
員
）
宅
で
紹
介
さ

れ
、
夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
三
、
四
時
間
色
を
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
っ
た
。
・
ゲ
ラ
シ
モ
ヴ
ァ
女
史
に
よ

る
と
、
現
在
ウ
ラ
ン
・
ゥ
デ
ー
で
活
躍
し
て
い
る
佛
教
学
者
は
、
女
史
の

他
に
、
所
長
の
セ
ミ
チ
ョ
フ
即
爾
言
騨
呂
昌
尉
怠
目
離
日
胃
宮
司
氏
、

ダ
ン
ダ
ロ
ン
切
目
身
画
己
少
且
胃
（
昌
○
急
呂
ご
“
』
己
胃
○
国
氏
で
あ
る
と
い

う
。
前
所
長
の
ル
、
、
、
ヤ
ン
ッ
ェ
フ
の
．
ｚ
，
ヨ
匡
冒
冨
邑
筋
①
写
『
博
士
は
一
九

六
六
年
に
死
去
さ
れ
、
現
在
は
ス
チ
ェ
ル
、
ハ
ト
ス
コ
イ
の
弟
子
で
あ
る
今

年
七
十
才
に
な
る
セ
ミ
チ
ョ
フ
氏
が
そ
の
後
を
継
い
で
お
ら
れ
る
由
。
七
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ミ
チ
ョ
フ
氏
は
一
九
○
○
年
十
一
月
七
日
生
れ
、
健
康
に
は
恵
ま
れ
ず
肺

患
の
た
め
の
病
苦
を
押
し
て
研
究
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
。
ダ
ン
ダ
ロ
ン

氏
は
一
九
一
○
年
の
生
れ
で
今
年
六
十
才
に
な
る
ブ
リ
ャ
ー
ト
人
の
チ
ベ

ッ
ト
文
献
学
者
で
、
博
士
の
翻
訳
出
版
さ
れ
た
ご
恥
尊
亭
ミ
。
、
旦
暮
偽

陣
磧
関
と
題
す
る
佛
教
術
語
辞
典
の
共
同
編
者
で
あ
る
プ
。
ハ
ー
エ
フ
園
．

弓
号
昌
①
ぐ
氏
は
四
十
二
才
に
な
ら
れ
る
と
い
う
。
ゲ
ラ
シ
モ
ヴ
ァ
女
史

は
当
年
五
十
一
才
、
自
ら
を
ロ
シ
ヤ
人
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
、
タ
タ
ー
ル
人

の
雑
種
と
称
し
て
お
ら
れ
る
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
部
卒
で
、

歴
史
・
美
術
・
宗
教
が
専
門
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
に
生

れ
、
す
ぐ
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
に
移
り
住
ん
だ
が
、
次
い
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
大
学
に
入
り
一
九
五
三
年
ま
で
そ
こ
で
過
し
、
今
は
ゥ
ラ
ン
・
ゥ
デ
ー

に
戻
っ
て
い
る
が
、
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
が
自
分
の
故
郷
の
よ
う
な
も
の
だ

と
言
わ
れ
る
。
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
を
習
っ
た
の
は
、
し
’
一
ソ
グ
ラ
ー
ド
に
お
い

て
で
あ
る
が
、
師
匠
は
イ
ン
ド
か
ら
し
’
一
ン
グ
ラ
ー
ド
に
来
た
イ
ン
ド
学

者
サ
ン
ク
リ
チ
ヤ
ー
ャ
ナ
屍
目
昌
口
断
口
耳
亘
、
ご
Ｐ
口
騨
の
妻
と
な
っ
た

ロ
シ
ヤ
人
の
国
①
盲
目
①
ｚ
○
号
。
Ｈ
８
く
口
四
屍
○
目
○
厨
匿
苫
女
史
で
あ
る

と
い
う
。
コ
ズ
ロ
フ
ス
カ
ャ
女
史
は
サ
ン
ク
リ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
の
教
え
子
で

二
人
の
間
に
は
一
子
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
自
分
は
佛
教
徒
で
す
と
は
っ

き
り
言
わ
れ
る
。
母
上
が
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
の
ラ
マ
教
博
物
館
長
を
し
て

い
た
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
関
係
で
佛
教
に
関
心
を
懐
く
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。
別
れ
に
際
し
て
は
、
ア
ン
ジ
ャ
リ
シ
ヨ
色
（
「
合
掌
」
）
が
自
分

の
育
っ
た
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
§
コ
ル
人
の
礼
で
す
と
言
っ
て
合
掌
し
て
去

ら
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
行
き
が
け
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
立
寄
っ
た
際
、
ボ
ン

ガ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
国
○
侭
且
‐
５
９
『
旨
博
士
に
、
ナ
デ
ジ
ダ
・
ヴ
ィ
ノ

グ
ラ
ド
ー
ヴ
ァ
く
旨
○
唱
且
９
『
四
ｚ
且
①
茸
四
毎
口
鼻
呂
。
く
冒
色
女
史
を
通

じ
て
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
折
か
ら
、
そ
の
翌
日
の
六
月
十
一
日
に
イ
リ
ン

目
冒
と
い
う
イ
ン
ド
学
者
の
博
士
号
授
与
式
の
準
備
で
忙
が
し
い
最
中

で
あ
る
こ
と
が
分
り
、
ボ
ン
ガ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
博
士
と
は
此
度
は
会
わ

ず
仕
舞
で
あ
っ
た
。
イ
リ
ン
博
士
に
は
マ
ヌ
法
典
の
註
釈
や
イ
ン
ド
初
期

佛
教
史
の
学
績
が
あ
る
ら
し
い
・
此
度
の
旅
行
で
は
、
ウ
ラ
ン
・
ゞ
ハ
ー
ト

ル
で
、
モ
ス
ク
ワ
東
洋
研
究
所
の
デ
ィ
リ
コ
フ
留
口
身
の
ロ
四
国
蕨
房
○
ぐ
臣
］

ロ
甦
昏
９
『
博
士
と
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
が
、
生
粋
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト

人
で
、
五
十
七
才
の
現
代
佛
教
に
関
心
の
深
い
学
者
と
お
見
受
け
し
た
。

此
度
の
旅
行
中
、
僅
か
な
が
ら
得
ら
れ
た
ソ
連
佛
教
学
に
関
す
る
資
料
の

中
に
は
、
セ
イ
ロ
ン
佛
教
史
の
学
者
・
セ
メ
カ
閃
．
印
の
①
日
①
富
女
史
の

「
セ
イ
ロ
ン
佛
教
史
」
・
国
。
『
○
℃
重
函
固
く
噌
壇
寅
聖
置
浄
泣
厘
、
嶺

画
○
迂
両
（
冒
○
の
属
国
衿
ご
＄
）
、
モ
ス
ク
ワ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
あ

り
東
洋
学
の
元
老
コ
ン
ラ
ッ
ド
ョ
眉
．
属
○
日
且
博
士
の
『
七
十
五
才
頌

寿
記
念
論
文
集
」
壷
、
３
，
国
疑
○
‐
Ｓ
騨
弓
画
○
、
国
ご
同
Ｑ
Ｓ
ｍ
ミ
。

○
画
、
画
○
ｍ
延
迂
蜀
函
（
冨
○
ｏ
園
切
シ
忌
雪
）
『
ス
チ
エ
ル
、
ハ
ト
ス
コ
イ

生
誕
百
年
記
念
論
文
集
」
』
言
堅
弓
、
唱
堂
、
画
ご
○
画
。
弓
○
℃
国
電
国

Ｓ
興
国
〕
菖
○
、
国
逗
員
同
配
弓
も
』
詞
ワ
エ
○
国
』
印
韓
国
（
冨
當
シ
ェ
竜
画
①

忌
認
）
、
及
び
「
リ
ョ
ー
リ
ヒ
著
作
集
」
寅
山
、
、
堅
迂
迂
迂
、
弓
℃
冥
掴
迂

己
工
．
℃
、
、
国
×
（
旨
○
ｏ
属
国
鈩
己
弓
）
等
が
あ
る
。
尚
、
こ
の
小
文
を

草
し
つ
つ
あ
る
折
し
も
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ヨ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
ヅ
チ
・
コ
ン
ラ
ド

博
士
の
計
報
が
新
聞
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
肩
書
は
、
ソ
連

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
日
本
語
研
究
家
、
九
月
三
十
日
夜
死
去
、
七
十

九
才
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
東
方
学
の
基
礎
を
作
っ
た
功
労
者
の
一
人
、
日
本
と
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中
国
の
歴
史
、
言
語
学
、
文
学
に
関
す
る
数
多
く
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。

同
博
士
監
修
に
よ
る
「
和
露
辞
典
」
（
全
二
巻
）
が
今
年
ソ
連
で
出
版
さ

れ
た
。
一
九
六
九
年
三
月
、
日
本
政
府
か
ら
勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
授
け

ら
れ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

序
で
な
が
ら
上
に
挙
げ
た
同
博
士
の
記
念
論
文
集
に
お
い
て
、
佛
教
に
関

係
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
Ａ
・
Ｍ
・
ピ
ア
テ
ィ
ゴ
ル
ス
キ
ー
氏
の

「
佛
教
哲
学
に
お
け
る
人
間
類
型
の
表
徴
」
ン
．
三
．
．
弓
弓
８
２
舅
《

隼
国
［
（
目
白
画
畠
国
｝
［
ｇ
昌
国
ｇ
湧
陶
昌
一
良
ｇ
｛
冒
自
Ｏ
８
ｅ
一
三
及
び
Ｅ
・

Ｂ
・
ザ
バ
ド
ス
ヵ
ャ
女
史
の
「
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
は
禅
に
何
を
求
め
て
い
る

か
」
回
国
留
困
泊
、
國
專
戸
一
、
８
。
①
昌
畠
巳
｝
《
８
国
日
の
『
国
《
画
＄
壺
竜

の
二
細
で
あ
る
。

現
在
の
モ
ン
、
コ
ル
・
ソ
連
に
お
け
る
佛
教
は
、
実
践
的
信
仰
と
し
て
は

ほ
ぼ
ブ
リ
ャ
Ｉ
卜
・
モ
ン
ゴ
ル
系
の
人
び
と
の
間
に
の
み
保
持
さ
れ
て
い

る
と
見
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
学
問
的
研
究
の
側
而
で

は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
殊
に
血
縁
関
係
な
ど
か
ら
見
て
ブ
リ
ャ
ー
ト
・

モ
ン
ゴ
ル
人
種
に
縁
の
深
い
ロ
シ
ヤ
人
が
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
、
そ
の
令
嬢
ヴ
ィ
レ
ー
ナ
さ
ん
、
ダ
ン
ダ
ロ
ン

氏
、
ゲ
ラ
シ
モ
ヴ
ァ
女
史
、
ま
た
そ
の
膝
下
で
佛
教
研
究
を
始
め
た
と
い

う
新
進
の
研
究
員
ヴ
ァ
ン
チ
コ
ヴ
ァ
目
遭
９
Ｎ
岸
ぐ
四
口
目
房
○
ぐ
“
女
史
な

ど
は
そ
の
よ
き
例
で
あ
る
。
殊
に
ヴ
ゥ
ン
チ
コ
ヴ
ァ
女
史
は
、
ウ
ラ
ン
・

バ
ー
ト
ル
、
ウ
ラ
ン
・
ゥ
デ
ー
、
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
、
モ
ス
ク
ワ
等
に
跨
が

る
海
外
代
表
一
行
の
旅
行
中
、
通
訳
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
若
手
の
一
人
で

あ
っ
た
が
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
文
献
学
的
研
究
に
偏
し
て
い
た
従
来
の

ソ
連
佛
教
学
に
棟
ら
ず
、
今
後
は
も
っ
と
思
想
的
研
究
を
深
め
た
い
と
語

り
、
筆
者
に
コ
ン
ゼ
博
士
の
「
佛
教
』
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
「
大
乗
佛
教

概
論
』
を
是
非
送
っ
て
ほ
し
い
と
希
望
し
て
い
た
。
こ
れ
は
父
上
（
ル
ダ

ン
ジ
ャ
ポ
フ
罰
騨
匡
騨
三
名
○
ご
氏
が
ブ
リ
ャ
ー
ト
の
著
名
な
佛
教
史
学
者

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
ゥ
ラ
ン
・
ゥ
デ
ー
の
仙
教
研
究

に
適
し
た
精
神
的
風
土
に
も
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
ブ
リ
ャ

ー
ト
人
の
若
い
世
代
の
間
で
ヴ
ァ
ン
チ
コ
ヴ
ァ
女
史
ご
と
き
の
存
在
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
て
、
ブ
リ
ャ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
の
将
来
に
少
な
か

ら
ぬ
期
待
と
希
望
を
も
ち
う
る
か
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
小
文
を
締
め
括
る
に
当
り
、
最
近
目
に
と
ま
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
・
ソ

血
の
佛
教
界
、
仙
教
学
界
の
事
情
を
伝
え
る
書
物
、
論
文
の
中
、
主
な
も

の
を
左
に
記
し
て
お
き
た
い
．
今
後
こ
の
方
刑
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
営

の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

〔
論
文
〕

○
佐
牒
任
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
東
洋
学
の
現
況
」
（
「
密
教
文
化
」
第

五
二
号
、
一
九
六
一
）

○
国
９
日
２
夕
市
庁
旨
《
《
シ
ロ
閂
貝
日
弓
扁
葛
君
拝
ご
竺
愚
国
自
己
ワ
○
Ｆ
自
己
ａ
｝

（
罰
ミ
ミ
。
§
ミ
ミ
、
房
冒
記
、
ミ
ミ
ニ
ミ
》
ぐ
○
］
．
Ｆ
ご
胃
』
Ｐ
冒
葺
ら
馬
）

○
金
岡
秀
友
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
佛
教
学
の
現
況
」
（
「
国
際
宗
教
ニ
ュ
ー
ズ
」

第
五
巻
・
第
三
号
、
一
九
六
四
）

○
金
岡
秀
友
「
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
・
モ
ン
。
コ
ル
の
佛
教
ｌ
共
産
主
義
と
の
で
あ

い
ｌ
」
（
「
国
際
宗
教
一
三
－
ズ
」
第
六
巻
・
第
二
号
、
一
九
六
五
）

○
水
谷
幸
正
「
ソ
連
の
佛
教
学
」
（
「
在
家
佛
教
」
第
十
六
巻
、
第
百
九

十
号
、
一
九
六
八
）

○
水
谷
幸
正
「
ソ
ビ
エ
ト
（
ロ
シ
ア
）
に
お
け
る
佛
教
研
究
」
（
「
国
際
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宗
教
一
三
－
ズ
」
第
九
巻
・
第
六
号
、
一
九
六
八
）

○
Ｇ
．
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
「
ソ
連
に
お
け
る
宗
教
と
良
心
の
自
由
」
（
右

に
同
じ
）

○
森
祖
道
「
ソ
連
の
佛
教
学
の
現
況
ｌ
隣
接
諸
学
と
の
関
連
に
お
い
て

ｌ
」
（
「
国
際
宗
教
一
三
－
ズ
」
第
十
巻
・
第
四
号
、
一
九
六
九
）

○
ぐ
①
］
〕
・
Ｚ
．
］
旨
少
月
呉
２
国
、
旨
伊
彦
四
ｚ
Ｐ
旦
蝕
炭
四
目
萱
日
脚
《
皇
雲
々
ぐ
詰
拝
賃
）

口
．
い
い
屍
．
彦
冒
○
国
、
９
国
】
・
ヘ
ゴ
ミ
ミ
ヨ
言
団
員
ざ
〉
く
○
一
．
弓
、
ｚ
Ｃ
〆
訓
・
‐

己
①
ｏ
・
》
］
器
巴

〔
書
籍
〕

○
ｚ
房
巳
自
国
日
日
○
豊
烏
旨
《
《
団
員
匡
巨
印
冒
昌
己
国
ロ
ー
Ｑ
ご
い
尉
旨
昏
①

国
⑱
餡
汐
〕
ゞ
（
ｚ
Ｑ
気
○
釦
は
弓
禺
①
膀
少
鴨
］
〕
ｏ
昌
勺
匡
匡
尉
冒
芦
晶
国
○
巨
印
Ｐ
旨
○
ｍ
‐

○
○
昇
到
画
昌
①
①
Ｃ
）

○
シ
］
①
〆
曾
も
○
ロ
、
旨
①
《
《
Ｆ
色
閥
巴
蒟
旨
邑
①
ロ
‐
ご
丙
ｍ
め
こ
（
両
昌
威
○
国
砿
号

』
ゞ
シ
鴨
口
の
①
Ｑ
①
勺
吋
①
脇
Ｚ
（
）
ご
○
⑳
茸
ゞ
這
馬
）

○
「
モ
ン
ゴ
ル
の
ラ
マ
教
」
（
外
務
省
ア
ジ
ア
局
中
川
課
、
一
九
六
三
）

○
オ
ー
ゥ
エ
ソ
・
ラ
テ
イ
モ
ァ
『
モ
ン
、
コ
ル
ー
遊
牧
民
と
人
民
委
員

ｌ
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
）

○
ワ
ル
タ
ー
・
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
「
モ
ン
、
コ
ル
の
歴
史
と
文
化
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
六
七
）

〔
附
記
〕去
る
十
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
京
都
国
際
会
議
場
に
お
い
て
世
界
宗

教
平
和
会
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ダ
グ
ヴ
ァ
ド
ル
ジ
ェ
帥
、
ジ

ュ
グ
デ
ル
の
戸
旨
沮
曾
‐
教
授
、
ド
ル
ジ
ゞ
コ
ト
フ
ロ
○
］
．
唱
唱
さ
く
氏
の
三
人
、

ソ
連
か
ら
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
、
バ
ト
・
ツ
ィ
デ
ィ
ポ
フ
圃
鼻
。
Ｈ
切
莨
息
。
ご
氏

の
二
人
が
来
日
し
た
。
こ
と
に
ド
ル
ジ
ゴ
ト
フ
氏
と
ツ
ィ
デ
ィ
ポ
フ
氏
は
、
ウ
ラ

ン
・
バ
ー
ト
ル
で
の
ア
ジ
ヤ
佛
教
徒
会
議
の
際
、
通
訳
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
は
こ
れ
ら
五
人
の
人
び
と
に
再
会
し
た
時
、
会
議
後
の
ウ
ラ
ン
・
バ
ー
ト
ル

に
お
け
る
佛
教
界
の
消
息
を
聞
く
機
会
を
得
た
。
そ
の
時
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、

ガ
ソ
ダ
ン
寺
に
こ
の
十
月
二
十
八
日
、
予
定
通
り
佛
教
大
学
が
設
立
さ
れ
、
盛
大

な
式
典
が
催
さ
れ
た
と
い
う
。
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
も
参
列
の
栄
を
得
ら
れ
た
と
の

事
。
入
学
し
た
学
生
は
、
こ
の
た
び
は
蒙
古
人
の
み
で
三
十
名
程
で
あ
る
と
の
事
。

イ
ヴ
ォ
ル
ガ
僧
院
の
ハ
ム
ポ
・
ラ
マ
は
、
ソ
聯
地
区
か
ら
近
き
将
来
学
生
を
こ
こ

へ
送
る
、
へ
く
考
慮
中
で
あ
る
と
の
こ
と
。
尚
、
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ム
リ
タ
ナ
ソ
ダ
長

老
か
ら
の
来
信
に
よ
れ
ば
、
ガ
ン
ダ
ン
寺
の
ダ
ン
ザ
ソ
師
を
長
と
す
る
一
行
五
名

が
ア
ジ
ア
伽
教
徒
会
議
の
後
カ
ト
マ
ン
ズ
に
巡
礼
に
来
り
、
一
週
間
滞
在
し
た
と

い
う
。
ダ
ン
ザ
ン
師
ら
は
、
会
議
の
あ
と
、
二
十
名
の
若
い
人
び
と
が
ガ
ソ
ダ
ン

寺
で
得
度
を
受
け
た
と
い
う
一
三
ｌ
ス
を
街
し
た
由
。
モ
ン
ゞ
コ
ル
政
府
が
反
対
を

表
Ⅲ
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
た
び
の
得
度
式
が
近
来
初
め
て
で
あ
る
と
い
う
。
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